
平成 29 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速・適切な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

大規模な修理については指定管理者（本部）及び岐
阜市に要望を提出。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①、②、③マニュアル等に沿って適切に実施。
②毎月１回の防災訓練の実施。

自主事業・
提案事業 － －

施設管理

①施設設備の保守点検の実施
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

①、④適切に実施
②障がい者就労支援事業施設清掃班による清掃を
週２回実施。それ以外は職員が清掃を実施。おもちゃ
等の消毒も定期的に実施。
③使用していない部屋の照明やエアコンの節電、エ
アコンの適正温度での使用を実施。節水の実施。リ
サイクルの活用。
④おもちゃ病院のボランティアによる定期的なおも
ちゃの修繕。施設内のペンキ塗りや簡単な部品交換
で修理可能な修繕は職員が実施。

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

①、⑤計画どおり実施。
②所長（常勤）、常勤職員２人（児童厚生員は所長を
含め３人）。
③児童センター便りを毎月発行し、担当エリアの小学
校に配布。未就園児用の便りを毎月と学期ごとの２種
類発行。館内に行事の案内板を作り掲示、児童セン
ターと法人のホームページに掲載。親子ふれあい教
室の参加者には利用案内を配布。
④利用者アンケートの意見については、マニュアルに
従い対応。アンケート結果については館内に掲示。

11
開館日数（単位：日） 151 157 151 157 151

各室稼働
状況

移動児童館実施回数（単位：回） 14 13 15 11

8,594

移動児童館利用者数 360 307 475 386 440
利用者数
（単位：人）

来館者数 8,574 10,280 8,624 9,688

施設概要
◇構造：鉄骨造平屋建　◇敷地面積：１，４６８．３３㎡　◇延床面積：４８８．７８㎡　◇施設内容：遊戯
室、幼児室、図書学習室兼集会室、おもちゃ図書館、事務室、駐車場

H29下半期 H29上半期 H28下半期 H28上半期 H27下半期

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） 15,644,000円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

指定管理者名 社会福祉法人　岐阜市社会福祉事業団

指定期間 平成29年4月1日～平成34年3月31日まで

選定方法 公募

施設名 本郷児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地 岐阜市青柳町５丁目２４番地１



●利用者評価

利用者アンケートの
実施状況

【保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート】
平成３０年３月　保護者（一般来館・クラブ参加）の５８人にアンケート（無記名）を実施。
回答者数５８人（１００％）
【小・中・高校生用アンケート】
平成３０年３月　来館した児童・生徒にアンケート（無記名）を実施。
回答者数５２人（小学：1年１６人、２年１０人、３年６人、４年１３人、中学：１年３人、2年４人）

〈保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート〉
【校区】　明郷（33％）　島（20％）　徹明さくら（16％）　岐阜（9％）　早田（9％）　城西（3％）　本荘（2％）
　　　　　華陽（2％）　則武（2％）　長森西（2％）　長良（2％）　長良東（2％）
【性別】　男（0％）　女（100％）
【年齢】　10代（0％）　20代（12％）　30代（63％）　40代（25％）　50代以上（0％）
【利用頻度】　初めて（0％）　ほぼ毎日（0％）　週2～3回（18％）　週1回（60％）　2週間に1回（12％）
　　　　　　　　月1回（10％）　その他（0％）
【来館相手】　子・孫（81％）　友人（18％）　その他（4％）
【来館方法】　徒歩（17％）　自転車（14％）　自家用車（67％）　その他（2％）
【何で知った】　ホームページ（29％）　広報紙・チラシ（3％）　学校（0％）　保育所・幼稚園（2％）
　　　　　　　　　知人・友人（45％）　その他（21％）
【評価】
（あいさつ）・・・・・・・満足（93％）、ほぼ満足（5％）、普通（2％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（言葉づかい）・・・・・満足（95％）、ほぼ満足（3％）、普通（2％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（利用者対応）・・・・ 満足（88％）、ほぼ満足（9％）、普通（4％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（利用しやすさ）・・・ 満足（82％）、ほぼ満足（14％）、普通（2％）、やや不満（2％）、不満（0％）
（整理整頓）・・・・・・ 満足（91％）、ほぼ満足（9％）、普通（2％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（清潔感）・・・・・・・・ 満足（82％）、ほぼ満足（16％）、普通（2％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（換気）・・・・・・・・・・ 満足（84％）、ほぼ満足（12％）、普通（4％）、やや不満（0％）、不満（0％）

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

・たまに駐車場が足らない時がある。
　→駐車場は他に借りられるところがありませんので、運動場へ駐車をお願いします。

・備品の老朽化が気になる時がある
　→順に修繕要望を出し修理をしています。どのあたりが気になるか、お知らせください。

〈小・中・高校生用アンケート〉
【性別】　男（25％）　女（75％）
【学校名】　明郷小学校（56％）　徹明さくら小学校（19％）　岐阜中央中学校（13％）
【学年】　小学：1年（31％）、2年（19％）、3年（12％）、4年（25％）、5年（0％）、6年（0％）、
　　　　 　中学：1年（6％）、2年（4％）、3年（0％）、高校：1年（0％）、2年（0％）、3年（0％）
【利用頻度】　初めて（0％）、毎日（0％）、週4・5回（6％）、週2・3回（15％）、週1回（52％）、
　　　　　　　　月1回（13％）、その他（14％）
【来館相手】　ひとり（27％）、友人（62％）、父母（12％）
【来館方法】　徒歩（7％）、自転車（62％）、自家用車（31％）
【好きな遊び】　工作やおやつ作り（21％）、ボールあそび（20％）、鬼ごっこやかくれんぼ（14％）、
　　　　　　　　　マット遊び（13％）、ボードゲーム（10％）、卓球（7％）、カロム・オセロ（6％）、
　　　　　　　　　外の遊具（4％）、一輪車（3％）、その他（2％）

利用者アンケートの
実施結果



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会
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指定
管理者

所管課
評価

委員会

A A Ａ

A A Ａ

Ａ

貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

⑭地元の法人その他の団体の育成
（一部業務の再委託先）、地元住民
の活用（雇用又はボランティア等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

⑮地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価

⑬リスクへの対応方策（防止策、非
常時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行

⑨管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユー
ス、節水・節電など）

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

⑩組織及びスタッフ（採用予定者も
含む）の経歴、保有する資格、ノウ
ハウ、専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

⑪スタッフ（採用予定者も含む）の
管理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

⑫スタッフ（採用予定者も含む）の
人材育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

③既存業務の改善、工夫又は新規
事業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

④利用者ニーズ、苦情などの把握
方法、対応方策及びサービスの質
を確保するための体制

・利用者アンケートの実施
・利用者ニーズ・苦情・クレームへの着実な対応・運営へ
の反映

⑤利用者に対するサービス向上の
方策（窓口応対、プロモーション、設
備の整備など）

・移動児童館の実施
・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

⑦施設の効用（設置目的）を最大限
発揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

①平等利用を確保するための体
制、モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

②情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な情報提供・広報活動の実施

区分評価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

　
●指定管理者評価委員会の意見

○毎月の児童センターの「おたより」を、担当地区の各小学校の全児童に配布したほか、公民館や保健センターへに利用案内
やおたよりの配置、母体法人や児童センターのホームページのこまめな更新を行うなど広報に努めた。また、未就園児の保護
者を対象とした「おたより」も毎月発行し保護者に配布した。
○移動児童館は上半期１３回、下半期１４回の計２７回開催し、目標数値の２４回／年を達成。
○「リトミック」や母親対象の「ｍａｍａ'クラフト」を上半期に続き開催したほか、新規事業として母親対象に「ヨガ教室」や「絵本の
読み聞かせ教室」を開催した。また０歳児を持つ母親対象に「わらべうた産後ダンス」や「簡単おやつ作り」の講座を開催するな
ど乳幼児を持つ親子の利用増につながった。
○台風の接近や降雪が続いたが、所管課との連絡調整による閉館・休館等の適切な対応と、利用者や学校への事前通知な
ど自発的な安全対策により、利用者の安全を確保し、事故無く管理運営を行ったことを評価したい。
○職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

初めて盲学校の児童に利用してもらえた事もあり、今後障がいを持った児童の受け入れ体制の拡充を期待したい。
管理運営は適正に行われており、良好と認められる。

今期の取組み
に対する評価

□事業の継続的な実施と新規事業実施について
　健全育成事業、地域組織活動支援事業、子育て支援事業の継続的に実施した。
新規事業として、母親対象に「ヨガ教室」や「絵本の読み聞かせ教室」を　また0歳の乳児を持つ母親
対象に「わらべうた産後ダンス」や「簡単おやつ作り」の講座を実施した。児童対象に地域の方に、カ
ロムを指導してもらう機会を３回設けた。

□利用者促進について
　移動児童館で出かけた折に、参加者に児童センターの案内や便りを配布した。ホームページの情
報はこまめに更新し、いつも最新の情報を利用者に届けるように努めた。また駐車場の案内をのせて
ほしいとの要望があり、追加をした。中市民健康センターに、健診の際に持ち帰っていただけるよう幼
児対象の事業や児童センターの案内を置かせてもらった。
また昨年度好評だった、母親対象のい草を使ったお正月リース作りや幼児親子対象の自由参加の事
業で乳幼児の手形や足形を使った工作やカンバッジ作りを実施した。

□地域とのつながり
　文化祭への参加を本郷まちづくり協議会から依頼を受け、文化祭のステージに出演をした。また本
郷親子ふれあい教室や京町親子ふれあい教室を児童センターでも開催していただけた。救命救急講
習会へ参加させてもらった。
　京町保育所や沖ノ橋認定こども園へあそびの情報を提供をした。

□ボランティアの活躍について
　明郷・岐阜・徹明さくら小学校高学年、岐阜中央中学校や岐阜高校に呼びかけ募集を継続的に行っ
た。
地域の方にボランティアの活躍を認めてもらえる事業として、岐阜中央中の生徒にさつまいもを育て
てもらい、幼児親子や小学生に収穫体験と試食をしてもらい、収穫したさつまいもを使った食育を行っ
た。岐阜高専の生徒による「サイエンスアトリエ教室」を実施し、科学の不思議さおもしろさを学ぶ場を
提供できた。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

□岐阜市社会福祉事業団内の会議、研修で、ノウハウ、情報の共有化や意思統一などを行った。

□岐阜市社会福祉事業団の法人ホームページと児童センターのホームページから本郷児童センター
の毎月の便りが見られるため、より広く利用者へ広報ができるようになった。アンケート調査で事業に
何を見て参加したかの質問に対し、５８名中３０％近くの方が、ホームページを見てと回答されたた
め、ホームページの定期的な更新と状況に合わせた更新をより密にしていきたい。

□児童対象にアンケート調査の実施するとともに、小学生の事業後に感想を聞いたり、次に何がやり
たいか希望をたずね、事業に生かした。

□各校区の青少年育成市民会議主催の親子ふれあい教室や移動児童館で児童センターの案内や
便りを配布し、事業内容を説明し、移動児童館や児童センターの利用促進を図った。

今後の取組み

□子育て支援や健全育成事業に力を注ぐために、職員は今後も研修に参加し、利用者の求めている
ものに応えられるようスキルアップを図っていく。

□母親クラブや運営委員にもさらに声をかけ、地元住民のボランティアの受け入れを行い、児童セン
ターとしての事業に不足する部分がないように協力をしていただく。

□子育て支援事業「父親と乳幼児のクラブ」は、今年度実施できなかったため３０年度に実施する。

□中高生だけでなく、大人のボランティアを継続的に受け入れ、事業に協力をしていただく。


